使徒の働きの交わり
コリント人への手紙Ⅱ 8:1-9:15
前のセクションでは、パウロが自分の奉仕のさまざまな側面を振り返っていたことを見ました。それは、自分が使徒の働きであることの正当性に異議を唱え、コリントの人々の間に分裂を生じさせていた教師たちの働きと、自分の働きを比較するためでした。彼の目的は、偽教師たちが彼について語っていたことによってではなく、彼らの間で自分が行った働きに基づいて、彼を判断するようコリントの人々を説得することでした。
パウロはまた、彼らがかつて分かち合っていた交わりを保ちたいと願っており、このことに彼はこの箇所の最後の節で訴えかけています。これは、彼が次のセクションで始める交わりについての議論への橋渡しともなります。
交わりの意味
この箇所は交わりについて扱っていますが、私たちが通常慣れ親しんでいるような種類の交わりではありません。私たちが一般に考える交わりとは、通常、教会にいる間に参加する交流や、クリスチャンの友人たちと食事を共にするために集まることです。これらは一般的な交わりの種類ですが、聖書に記されている種類はそれだけではありません。
交わりという言葉は、分かち合う、参加する、または交際することを意味するギリシャ語に由来します。これらのさまざまな意味において、交わりという言葉は次のことを指す場合があります。
· 社会的交流：他の人々と交わること（使徒の働き 2:42）。
· 奉仕：奉仕活動に参加すること（ピリピ人への手紙 1:5）。
· 分かち合い：困窮している他の人々と、自分が持っているものを分かち合うこと（コリント人への手紙Ⅱ 8:4）。
コリント人への手紙第二で、パウロは他の人々を助けるために分かち合うことを含む交わりについて論じています。この章では、彼が組織している特別な献金に関連するいくつかの出来事を振り返り、この種の交わり（または分かち合い）に関するクリスチャンの態度について彼らに教えます。
背景
この一連の手紙の執筆の最中、コリントで問題を引き起こしている人々に対処するために、パウロが進めていた貧しい人々のための特別な献金の問題もありました（使徒の働き 11:27-30；ローマ人への手紙 15:26；コリント人への手紙Ⅰ 16:1-3）。パウロの全体的な宣教活動の一部は、ユダの手紙ヤの貧しい兄弟たちのためにお金を集めることであり、彼のいくつかの手紙の中で、この慈善的な働きについて述べているのを見ることができます。これは、彼がすべての教会で指導していた継続的な奉仕でした。献金の集めは、パウロが彼らに最初の手紙を書いた時よりも前に、コリントで始められていました。
最初の手紙が書かれたとき、パウロは献金を集める方法と、人々がどのような精神で献げるべきかについての指示を含めました。コリントの人々はその手紙に基づいて多くのことを正しましたが、パウロの叱責によって、その献金の準備が遅れてしまったようです（厳しい説教は、しばしば財布の中身に関して抵抗を受けます）。
第二の手紙で、パウロはこの特別な計画における彼らの「交わり」または参加を再び呼び起こす機会について語っています。彼は、彼らの献金を他の教会の献金と比較し、次にその両方を、キリスト教における献金の理想として彼が述べるものと比較することによって、これを行います。
マケドニアの交わり — コリント人への手紙第二 8:1-6
コリント人への手紙Ⅰ 16:5で、パウロはコリントへ向かう途中でマケドニアを通ることになると述べています。ローマ人への手紙 15:26では、これらの教会が自分と分かち合ったと書いており、フィリピの教会への手紙では、彼らの寛大さを誇っています（ピリピ人への手紙 4:15）。コリント人への手紙Ⅱでは、特別献金に関する「交わり」または分かち合いにおいて出だしを誤ったコリント人への模範として、これらの教会の寛大さに言及しています。
ところで、神様がマケドニヤの諸教会にどんな恵みを施されたか、お知らせしたいと思います。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:1
彼はその考えを紹介します。
² 多くの試練や困難のただ中にあったマケドニヤの諸教会が、ひどく貧しいにもかかわらず喜びに満ち、その結果、あふれるほど惜しみなく、他の人々に施すようになりました。 ³ 自分たちの力に応じてささげたばかりでなく、力以上にささげました。私がやかましく催促したからではなく、自発的にそうしたのです。 ⁴ 「エルサレムのクリスチャンを援助できるのは光栄です。ぜひその仲間に入れてください」と、熱心に願ったのです。 ⁵ 何よりもすばらしいのは、彼らが期待をはるかに超えることをしてくれた点です。まず、自分自身を主にささげ、また私たちにもゆだねてくれました。それは、神様が私たちを通してどんなことをお命じになっても、それに従うためです。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:2-5
彼は、与えることに関するこの事柄における彼らの状況と態度を説明しています。彼らの苦しみを考えると、その寛大さは驚くべきものでした。通常、人々が苦しんでいるときに、彼らに思い出させたり、他の人々を助けるよう求めたりするのはよい時ではありません。しかし、これらの兄弟たちは、さまざまな試練に苦しんでいたにもかかわらず、
· 惜しみなく与えた（期待されていた以上に）。
· 自分たちに負担できる以上に与えた（犠牲を払って与えた）。
· 熱心に与えた（参加することを願い出た）。
· 誠実に与え、まず主に従い、聖なる者として歩み、その後、自分たちの持ち物を兄弟たちに与えた（彼らの献げ物は、聖なる生活の実りであった）。
これらのマケドニア人たちは、クリスチャンの献げ物（交わり／分かち合い）の徳を非常によく身につけていたので、パウロは、献げ物がどのようなものであるべきかの模範として彼らを示しました。
コリントの交わり — コリント人への手紙第二 8:7-9:5
パウロは、コリントの人々に、彼ら自身が最初にした献身と、おそらくそもそも彼らが始める動機となった理由を思い起こさせています。
あなたがたは、多方面にわたって指導的立場にある人々です。あつい信仰も持っています。神のことばを語るのにすぐれた人々も大ぜいいます。広い知識、燃えるような熱心、私たちに対するあふれるほどの愛も持っています。そこで今、喜んでささげるという精神においても、指導者になっていただきたいのです。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:7
彼は、彼らがすでに持っている賜物と才能を認め、他の分野ですでに達している水準にまで献げ物を高めるよう励ましています。
これは命令ではありません。献金しなければならない、と言っているのではありません。ただ、ほかの人々の献金に対する熱心さを話しているのです。しかし、この献金の奉仕は、あなたがたの愛が単に口先にとどまらず、真実のものだと証明する一つの手段にはなるでしょう。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:8
パウロは、この献金を集めるよう命じているのではなく、彼らの献金が義務感からではなく、マケドニア人たちの場合と同じように、彼らの愛の証明となることを望んでいるのだと言っています（口先だけなら何とでも言えますが、金銭は最も雄弁に語ります。そして、愛と誠実さを証明することに関して言えば、献金という領域は、その人の愛と真実さを明白に示すものです）。使徒の働きはコリント人たちに、彼らが言葉で主張してきたことを、具体的な方法で示す機会を与えています。
あなたがたは、主イエス・キリストが、どんなに愛と恵みに満ちておられたかを知っています。あれほど富んでおられた主が、あなたがたを助けるために、あれほど貧しくなられました。その貧しさによって、あなたがたを富む者とするためでした。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:9
もちろん、その最も重要な例は、私たちを救うために十字架の屈辱に耐えられたイエスです。イエスの富とは、神としての地位であり、貧しさとは、人間としての苦しみと死でした。私たちの富とは、イエスのおかげで、天において神とともに永遠のいのちを享受することです。
¹⁰ 一年前に始めたことを、この際、やり遂げてみたらどうでしょう。この献金を最初に申し出たのも、最初に実行に移したのも、あなたがたなのですから。 ¹¹ あんなに熱意を持って始めたのですから、自分の持っているものの中から、ささげられるものはみなささげ、喜んでこの計画を完成すべきです。最初の熱意が、現在の行動にも現れてほしいものです。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:10-11
パウロは、彼らがもともと助けを申し出た者たちであったという事実に直接言及しています。彼らがそうしたいと願ったことは良いことでした（これはキリスト教の交わり／分かち合いにおける重要な要素です）。しかし、始めたことを完成させなければ、それは彼らの益にはなりません。
ささげる熱意がほんとうにあるなら、いくらささげるべきかは問題ではありません。神様は、持っていないものまでささげるようにとはおっしゃいません。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:12
彼は、キリスト教における献げ物についての重要な原則を説明しています。人が献げたいと願うなら、神はその人がどれほど貧しいかではなく、その人が持っているものに応じて、その献げ物を受け入れてくださいます。多くを献げられないことも、喜んで献げる心によって補われ、受け入れられるものとなります。貧しい人の献げ物を富んだ人の献げ物と等しくするもの、それはその人の献げようとする意志です。
¹³ 私は、献金を受ける人たちが、あなたがたの犠牲によって楽をするのは当然だと言っているのではなく、 ¹⁴ 両者が分け合うべきだと言っているのです。現在あなたがたは豊かなので、彼らを援助できます。そして、今度いつか、あなたがたに助けが必要な時は、彼らが助けてくれるでしょう。こうして、互いに必要なものを受け取るのです。 ¹⁵ このことについて、聖書に何と書いてあるか覚えていますか。「多く集めた者も余ることがなく、少ししか集めなかった者も足りないことがなかった」（出エジプト16・18）とあります。ですから、困っている人たちと分かち合いなさい。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:13-15
パウロは、エルサレムの兄弟たちを、彼らの犠牲によって富ませたいのではありません。彼は、すべての人が分け前を持てるように、彼らが自分の持っているものを分かち合うことを望んでいます。また、いつの日か立場が逆転するかもしれないことも示唆しています（これは、かつてエルサレムから来た福音を彼らが必要とし、今度はエルサレムが彼らから来る食物を必要としているという事実を指しているとも考えられます）。いずれにせよ、その考えは、進んでささげる心から分かち合うことが、真実な愛のしるしであり、兄弟たちの間に均衡と平等をもたらすということです。
彼は、この平等が実際にどのように示されたかを説明するために、出エジプト記 16:18を引用しています。神が荒野でマナによってイスラエル人を養われたとき、どれだけ集めても、誰も一日分を超えて持つことがないようにされました。富める者も貧しい者も、大家族も小家族も、若くて力のある者も、年老いた者や病気の者も、皆、その日一日に必要な食物を十分に得ました。すべての人に等しく備えられていたのです。
献金についての詳細 — コリント人への手紙第二 8:16-9:5
彼らが当初の献身について励まされたので、パウロは、献金を集めるために用いられている手順と、その管理を任された人について説明します。
¹⁶ テトスも私と同じように、心からあなたがたのことを思っています。テトスをこのような気持ちにさせてくださった神に感謝します。 ¹⁷ 彼は私の勧めに喜んで従い、もう一度あなたがたのところへ行こうとしています。――もっとも、私が勧めなくても、彼は行くことにしたでしょう。心から、あなたがたに会いたがっているのですから。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:16-17
パウロの宣教における協力者の一人であるテトスは、最近コリントから来たばかりであり、パウロはこの献金の集金を組織するために、彼をそこへ送り返そうとしています。彼は自ら進んで行こうとしており、この新しい任務を果たすことを切望しています。
¹⁸ もう一人の、よく知られている友人を同行させます。この人は、キリストの福音を宣べ伝える者として、どこの教会でも大いに賞賛されている人です。 ¹⁹ その上、私と共にエルサレムに献金を届ける役目に、諸教会から選出された人です。この働きは、主の栄光を現し、また、互いに助け合おうとする、私たちの熱意を示すものです。 ²⁰ このように同行者を連れて行くのは、だれにも疑いをさしはさむ余地を与えないためです。この多額の献金の取り扱いについては、一点の非難も受けてはならないと、気を配っているのです。 ²¹ 私たちの公明正大さを神はご存じですが、それが他のすべての人にも明らかになってほしいので、このように取り計らいました。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:18-21
テトスに加えて、パウロは、他の諸教会によって選ばれた、評判の良いもう一人の兄弟（彼らには知られているが、私たちには知られていない）を遣わします。この兄弟は、その働きを保証し、すべてが誉れある仕方で行われることを保証する者の一人として仕えます。パウロは、自分を訴える者たちに、これ以上問題を引き起こす理由を少しも与えないように注意しています。
また、もう一人の友人にも行ってもらいます。実に多くの点で、この人が熱心なクリスチャンだとわかります。あなたがたが献金に熱心であることを話したところ、彼は特別関心を持った様子で、今度の旅行を心待ちにしています。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:22
彼は、彼らと共に旅をすることになる、もう一人の兄弟についても言及しています。
²³ もしだれかにテトスのことを聞かれたら、あなたがたのために働く私の協力者だ、と答えてください。また、ほかの二人の友人については、こちらの教会の代表で、クリスチャンのすばらしい模範だと言ってください。 ²⁴ どうか、私に対するのと同様、この人たちにも愛を示してください。そうして、私が公の場で、「コリント教会の人たちなら、きっとこうします」と、彼らに誇ってきたことを裏づけてください。
- コリント人への手紙Ⅱ 8:23-24
彼はコリントの人々に、これらの人々を受け入れ、共に働くよう勧め、他の諸教会（兄弟たちを任命した教会々）がコリントで起こっている出来事を見守っていることを思い起こさせています。
¹ 神の民である人々を援助することについては、今さら言う必要はありません。 ² その件についての、あなたがたの熱心さを知っているからです。一年も前から献金を送る準備を進めてくれていることを、私はマケドニヤの友人たちに誇ってきました。実際、その影響を受けて、多くの人が他者への援助を始めたい気持ちに駆り立てられたのです。 ³ ところで、今度、この友人たちに行ってもらうことにしたのは、私の誇りにたがわず、あなたがたが、ほんとうに献金をそのとおり集めて準備しているか確かめるためです。私の自慢が当てはずれだったなどということのないよう願っているのです。 ⁴ もしマケドニヤの人たちが私といっしょに行って、あなたがたがまだ準備していないのを見たら、どうでしょう。あれだけ信じきっていた私は、非常に恥をかくことになるでしょう。そしてもちろん、あなたがたも恥ずかしい思いをするでしょう。
⁵ そこで、あなたがたが前に約束した贈り物の準備が整っているかどうか見るために、この友人たちにお願いして、先発隊として行ってもらうことにしました。それが真心からの贈り物であって、強制されたものでないようにと願っています。
- コリント人への手紙Ⅱ 9:1-5
パウロはここで、なぜこの献金のための準備をしているのかを説明します。彼は、コリントの人々が進んで献金しようとしていることを誇ることによって、このことに関して他の教会を動機づけました。他の教会はすでに献金しています。そこで彼は、あらかじめこの代表団を遣わして献金を準備させています。それは、彼が来たときに、何の恥ずかしい思いもすることがないためです（特に、コリントの熱意に基づいて自分たちも献金したマケドニアの兄弟たちを何人か連れて来る場合にはそうです）。また彼は、彼らの態度が正しいものであることも望んでいます。つまり、だれも、彼が金銭を（貪欲から）無理に出させようとしているとは考えず、自由な意思による寛大な献金となることを望んでいるのです。
キリスト教の交わり — コリント人への手紙第二 9:6-15
パウロはここで、神を喜ばせるために行われる、クリスチャンの交わり、すなわち献げることの本質を要約しています。
しかし、次のことは心にとめておいてください。すなわち、少ししか与えない者は、少ししか受け取れないということです。少ししか種をまかない農夫は、わずかの収穫しか得られません。たくさんまけば、たくさん刈り取ります。
- コリント人への手紙Ⅱ 9:6
金持ちになろうと躍起になっている一部のメディアの「伝道者たちは」、この箇所を、「私に多くのお金を与えれば与えるほど、神はあなたを健康や事業の成功などで、より多く祝福してくださる」という意味に解釈してきました。
⁷ ただし、いくらささげたらよいかは、各自が決めるべきです。自分はこれだけささげようと思っている人に、もっとたくさんささげるように強制してはいけません。神様にとっては、喜んで与えるかどうかが大事なのです。
⁸ 神様は、必要なものは何でもあり余るほど与えて、不足がないようにしてくださいます。それで、必要が満たされたあと、なお十分な余裕があるので、他の人々に喜んで分けることができるのです。 ⁹ 聖書にこう書いてあるとおりです。
「神を敬う人は、貧しい人々に惜しみなく与える。
その良い行いは、永遠に名誉となる。」（詩篇112・9）
¹⁰ 農夫にまく種を与え、そのあと収穫物を与えてくださる神様は、あなたがたにもまく種を備え、それをふやして、あなたがたに義の収穫の実をもっと与えることができるのです。
¹¹ そうです。神様から十分いただいたあなたがたは、人にもたくさん贈ることができるのです。そして、私たちがそれを必要としている人々に届ける時、そこには感謝が満ちあふれ、神への賛美がわき上がるのです。
- コリント人への手紙Ⅱ 9:7-11
ここでパウロは、神が惜しみなく与える人を実際にどのように祝福されるのかを説明しています。まず、態度が非常に重要であるという考えを繰り返しています。進んで、また喜んで与える人であることが第一の優先事項です。献金は、罪悪感、強制、恐れ、疑い、または操作によって動機づけられてはなりません。与えるための正しい方法は、まず何を与えるかを注意深く考え、次に自由にそれを与えることを決め、最後にそれを「贈り物」としてささげることです。なぜなら、私たちは通常、贈り物をささげるときに喜ぶからです。
クリスチャンがこのように与えれば与えるほど、神は再び与えるために、さらに多くを備えてくださいます。神は、私たちが行うべき多くの良い働きを備えておられ、祝福はため込んだり浪費したりするためではなく、御国のために投資するためのものだと理解している人々を尊ばれます。神は、クリスチャンが生きるために必要なすべてを備え、さらに良い働きを行うための余分なものさえも供給してくださいます。
¹² そういうわけで、その贈り物は、二つのすばらしい結果を生み出します。すなわち、困っている人々が助けられること、そして、神に対する感謝の念が彼らに満ちあふれることです。 ¹³ 援助を受けた人々は贈り物に大喜びするだけでなく、あなたがたがキリストの教えに忠実に行動している証拠を見て、神をあがめることでしょう。 ¹⁴ また、あなたがたを通して神のすばらしい恵みを知り、真心から、あなたがたのために祈るようになるでしょう。
- コリント人への手紙Ⅱ 9:12-14
このクリスチャンたちが献金によって善を行ったことの恵みは、エルサレムの貧しい人々を養っただけでなく、これらの兄弟たちの寛大さのゆえに、神への感謝があふれ出ることにもなったことでした。まさに、すべての者にとって益となる状況です：
1. 貧しい人々は養われていました。
1. 献金する人々は貧しい人々を祝福し、自分たちのために祝福を蓄えていました。
1. コリントの人々の証しによって教会は建て上げられていました。彼らは自分たちの信仰が真実であることを証明していました。
1. すべての人によって神は感謝され、賛美されていました。
神のひとり子という、言い表せないほどすばらしい神様の贈り物を感謝します。
- コリント人への手紙Ⅱ 9:15
パウロはこの状況全体を喜ぶ機会と捉え、最後の節で実際に喜んでいます。
